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い症例も実際には存在すると考えられるが，このような

努力は診断能の向上のために大切なことと考える．

11．99mTc　lnferior　Vena　CaΨogram一肝重複部の読
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　RI－venographyは，肺塞栓症の有無を含め，静脈系

の閉塞部位診断に今日ではかかすことのできない検査の

1っである．

　今回は，肝と重なる部位の99mTc－lnferior　Vena　Cavo－

gramにおいて，撮影方向または体位変換により閉塞

診断上有効であった症例を中心に，それらの多彩な

patternを紹介する．

　肝重複部における99mTc　lnferior　Vena　Cavogramの手

順としては，ルチーン検査としてまず仰臥位後面撮影を

行い，1．V．　C．の途絶所見に側副血行路の描出を伴えば

閉塞と断定できるが，途絶のみで側副血行路が描出され

ない場合は他臓器または腫瘤の圧迫により閉塞様所見を

呈することがあるので，その時は側臥位撮影を追加し鑑

別する必要がある．

12．肝ECTの臨床的検肘
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　肝シンチグラフィーと肝ECTの両方を併用した場合，

肝内の深在部の腫瘤性病変や，3cm程度の肝内小腫瘤

の診断が確実になった反面，偽陽性例が多くなってきた

ことも事実である．従来の肝シンチグラフィーと肝EC「

の両方を施行し，最終的診断の得られた120例のうち，

偽陽性を呈した12例について検討した．12例は，肝硬

変例8例および肝炎例4例であり，これらの偽陽性を呈

した原因は，肝のR．1．a㏄umulationの不均一差による

ものと思われた．さらに偽陽性部位は，肝門部や肝の辺

縁部に多く，これらの部位は正常でもR．1．accumulation

の低い部位であり，これらのECT所見では，さらに強

調される傾向にあり，読影において注意する必要がある

ことが確認された．

1249

13．SVC症候群の肝シンチグラムにおける異常集積像
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　昭和56年以降SVC症候群8例中2例に肝シンチグラ

ム上肝内RIの異常集積，いわゆるHot　Spotを認めた

ので報告した．

　この2例においては99mTc・Phytateを用いた肝シンチ

グラムで門脈左枝領域にHot　Spotを認めた．　X線静脈

造影では，外側胸静脈や内胸静脈を経た側副血行路の形

成が著明であったが，半奇静脈を経て下大静脈に達する

側副路も発達しており購静脈の同定は困難であった．肘

静脈より注入されたRIが上大静脈の閉塞により外側胸

静脈などを経て膳静脈へ流入し門脈左枝へ至るSys・

temic－Portal　ShuntによりHot　Spotを生じると老えら

れているが，腰静脈が同定されなくてもHot　Spotを認

めた例があり，SVC症候群における血行動態の把握に

肝シンチグラムが有用であると思われた．

14．99mTcおよび133Xeによる肝動脈門脈血流量分離

　　測定法についての検討
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　目的：教室で行っているXeを用いた肝動脈門脈分離

測定法と，Tc　phytateなどを用いた他の肝動脈門脈分

離測定法における呼吸運動の影響を明らかにしようとし

た．

　方法：Xeを静注して得たactivity　curveとTcを用い

たものでは，同じように呼吸と思われる周期的な波形が

みられたことから，主にTc　phytateを静注して得た

activity　curveについて，呼吸状態を様々に変化させた

ときのcurveの変動を検討した．なお，測定の際には，

1秒ごとのカウントをマイクロコンピューターにオンラ

インでとり込み，activity　curveを作成した．

　結論：Xeによる肝動脈門脈分離測定法は，再循環が

ないため理論的に問題が少なく，臨床的に有用な方法で

あることを示した．また，肝循環のdynamic　studyでは

呼吸による活性値の変動が強く，測定値に大きく影響を
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